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第１章 点検・評価制度の概要 

 

１. 点検・評価の目的 

 恵那市教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の

規定に基づき、教育委員会の主要な施策や事務事業の取組状況について点検及び評価

を行い、課題や取組の方向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の

推進を図るものです。 

 また、点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表することにより、市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育行政を

推進いたします。 

 

 

 【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

  第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規程により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 

  ２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

 

２. 点検・評価の対象 

 教育委員会は、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」（平成２１年４月１日決裁）

に基づき、令和元年度の教育委員会の事務事業等について、次の内容の点検・評価を

実施しました。 

（１） 教育委員会の活動状況に関する事項 

 ア 教育委員会の会議の実施状況 

 イ 教育委員会の調査活動の状況 

（２） 事務事業の執行状況に関する事項 

 ア 主要施策の執行状況 

 イ 主要施策の執行による成果 

（３） その他教育委員会が必要と認める事項 
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３. 点検・評価の方法 

 点検及び評価にあたっては、次の評定基準により、達成度についてその評価を行っ

ております。 

評定区分 評    定 

Ａ  目標を大きく上回る実績 

Ｂ  目標をやや上回る実績 

Ｃ  目標どおりの実績 

Ｄ  目標をやや下回る実績 

Ｅ  目標を大きく下回る実績 

 

 なお、地教行法第２６条第２項に規定されている「教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用」については、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」に基づき、評価

委員会を設置し、評定結果に対する意見の聴取を行いました。 

  

 ＜恵那市教育行政評価委員＞ 

                          （敬称略／氏名五十音順） 

役職名 氏  名 公 職 等 

委員長 林   達夫 有識者 

職務代理者 遠藤  茂樹 保護司 

委員 坪井 弥榮子 地域自治区会長会議代表 

委員 西尾  浩余 恵那市小中学校校長会会長 

委員 原    司 恵那市ＰＴＡ連合会代表 
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第２章  教育委員会会議等の点検及び評価 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課 題 

 

教育委員会会議の

実施状況 

 

開催回数 

    定例会議  12 回 （12 回） 

   臨時会議   ４回 （１回） 

   書面表決   ２回 （０回） 

 

審議件数 

   議案    34 件 （18 件） 

   うち可決したもの 

         33 件 （18 件） 

   協議事項    ３件 （３件） 

   報告事項  151 件（119 件） 

 

その他教育長・教育委員報告 

12 件 （12 件） 

 

※（ ）内は前年度実績 

※議案案件の詳細については別紙

に掲載 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響

により、月１回の定例会、臨時会４

回のほかに、書面表決を２回行った。

書面表決では、ＩＣＴ教育を推進す

るための推進室の設置に関する組織

改正、臨時休校による授業日数を確

保するため、夏季休校日の期間を変

更するなどの規則の改正についての

承認を得た。定例会では、議案審議

および協議、報告を行い、委員によ

る意見交換を行った。 

議案、報告は、学校の臨時休校か

ら始まり、学校再開、ＩＣＴ環境整

備、各施設の感染症対策など、新型

コロナウイルス感染症に関するもの

が多くを占めた。また、各計画の後

期計画見直しの年でもあった。 

重点目標については、主管課から

５項目の課題、実施方策および進捗

状況について説明を受け状況を確認

した。 

令和２年度は、会議を中山道広重

美術館、岐阜県クリスタルパーク恵

那スケート場で開催し、現場の状況

も確認ができた。また会議終了後に

改修後の明治天皇大井行在所の視察

を行ったり、武並小学校においてＩ

ＣＴを活用した授業を視察したり

と、市内の教育施設の状況把握に努

めた。 

 

【評価】 

       Ｂ 
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調査活動等の状況 

 

１．市外視察 

〇令和２年 10月 29 日（木） 

～ 30 日（金） 

・弥勒寺官衙遺跡群・弥勒寺跡 

（岐阜県関市） 

・伊勢国分寺跡（三重県鈴鹿市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市内視察等 

 〇令和２年７.９.10.11.12 月 

 ・学校訪問 22 校  

 〇令和２年９.10 月 

  ・運動会、体育祭  

 〇令和２年６月 28 日（土） 

  ・「少年の主張」大会 

 〇令和２年 11 月 29 日（日） 

  ・スケート冬季国体総決起大会 

 〇令和２年 12 月 12 日（土） 

  ・下田歌子賞 

 〇令和３年１,２月 

 ・学校と市教委懇談会 22 回 

 〇令和３年１,２月 

  ・中間まとめの会 ４校 

 〇令和３年１月 28 日～31 日 

 ・スケート冬季国体 

〇令和３年３月 

・小中学校卒業式  

 

市外視察では、国指定の史跡で正

家廃寺の整備に参考となる史跡を見

学することを目的に、関市と鈴鹿市

の史跡を見学した。 

関市の弥勒寺官衙遺跡群・弥勒寺

跡では、軍衙を構成した施設が把握

できる稀有な遺跡として注目を集め

ており、史跡公園として歴史や文化

を学び、市民の集いや憩いの場とし

て利用できるよう整備されていた。

伊勢国分寺跡は、平成 18 年度から

13 年かけて整備された史跡で、歴史

的価値やインフラの強みを生かした

事業を展開し、地域づくりにつなげ

ていくとの担当者の説明を受け、正

家廃寺史跡公園化の整備において大

変参考となった。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響

を受け、教育委員会主催のイベント

は規模縮小により、出席者を限定し

て行われたため、教育長のみの出席

となり、委員は、定例会等での報告

となった。 

学校訪問、行事に教育委員が参加、

出席。教育現場の状況や実際の授業

の様子を参観して、教職員の声に耳

を傾け、現状の課題の把握や指導に

努めた。 

卒業式は、昨年同様、時間短縮、

規模縮小により、出席者が限られた

中での開催となったが、ＩＣＴ環境

整備を生かし、他の教室等でライブ

中継を行うなど、各学校で工夫を凝

らした卒業式を行った。 
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３．岐阜県市町村教委連研究総会 

 令和２年 11月６日（金） 

  山県市 

 

新型コロナウイルス感染症対策によ

り次年度延期となった。 

【評価】 

        Ｃ 

     

 

その他の事項 

 

 

１、総合教育会議 

○第１回  

令和２年７月 28 日（火） 

・新型コロナウイルス感染症対策

の教育の現状について 

・ＧＩＧＡスクール構想について 

 

○第２回  

令和２年 11 月 28 日（火） 

・ＩＣＴ教育について 

 

〇第３回 

 令和３年３月 26日（金） 

 ・恵那市教育大綱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総合教育会議では、各テーマにつ

いて説明後、市長と教育委員との意

見交換を行った。 

 第１回の会議では、学校の臨時休

業中の教育について、アミックスや

学校のホームページでの一方通行の

教育番組（動画）ではなく、ＩＣＴ

を活用して児童生徒と教員が双方向

でつながることの大切さについて、

意見交換が行われ、早期の環境整備

の必要性について再認識した。 

第２回の会議では、児童生徒に配

付したタブレットを使用し、実際に

学校で活用しているアプリを体験し

た。 

 第３回は、恵那市教育振興基本計

画を総合教育会議で承認を得て、教

育大綱として定める。今回、１０年

間の計画の中間年であるため、後期

計画の見直しを行ったことに伴い、

教育大綱も見直すことの意見を伺っ

た。主な変更点は、教育振興基本計

画は第二次総合計画に基づくもので

あり、ＳＤＧｓとの関連について新

たに書き加えた。第２章の現状と課

題にある数値については直近のもの

に修正。郷土愛については、「家族を

大切にする心を育む教育を推進」と

「ＩＣＴを活用した教育の推進」を

追加。 
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２、コミュニティ・スクール研修会 

令和３年１月 22 日（金） 

・講話「コミュニティ・スクール

の取り組みと地域学校協働組

織について」 

・コロナ禍によりリモート実施方 

 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、ＩＣＴ教育の取り組み 

・ICT 教育推進本部の設置 

令和３年６月 22 日設置、年間９回

の会議を実施した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

意見をいただいた中、事務局で案を

示した、恵那市教育振興基本計画を

恵那市の大綱としていくことに承認

をいただいた。 

 

 

コミュニティ・スクールとして３

年が経過し、令和３年度以降は地域

学校協働組織を構築していく年にな

る。そこで各学校運営協議会委員、

ＰＴＡ役員等に向け、文部科学省国

立教育政策研究所 志々田まなみ 総

括研究官を講師に研修会を開催し

た。 

当日はコロナ禍のため、リモート

による講話を録画し各学校運営協議

会開催時に視聴頂く研修方式となっ

た。 

 学校、家庭、地域の効果的な連携

協力について、それぞれの役割が明

確となり、その仕組みと必要性につ

いて理解を深めることにつながり、

それぞれの学校における今後の活動

の一助となった。 

 

 

 国の GIGA スクール構想に伴い、整

備計画が前倒しとなり、令和２年度

単年で整備を行った。 

６月には、ICT 教育推進本部設置

の要綱を制定。ICT 教育の方向性を

示すアクションプランを策定した。 

 令和２年度導入した ICT 関連の環

境整備（タブレット導入）について、

武並小学校へ視察に出向き実施され

ている授業を確認した。授業に使う

アプリ「ロイロノート」「キュビナ」

の使い方について、体験した。 
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４、新型コロナウイルス感染症対策

の取り組み 

【再開について】 

・小中学校 

 ５月 25日（月）～29日（金） 

  登校日 

 ５月 28日（木）～ 給食実施 

 ６月１日（月）～５日（金） 

  分散登校 

 ６月８日（月）～ 通常登校 

 

・こども園 

 ５月 25日（月）～30日（土） 

  自由登園 

 ５月 28日（木）～ 給食実施 

 ６月１日（月）～ 通常登園 

 

・その他教育関係施設の再開日 

 ５月 16日（土） 

  まきがね公園（公園部分のみ） 

 ５月 19日（火） 

  中央図書館、中山道広重美術館 

 ５月 22日（金） 旧三宅家 

 ６月１日（月） その他施設 

 

【夏季休業】 

 臨時休業中の授業日数確保のた

め、夏季休業日を８月８日（土）か

ら８月 16 日（日）までとした。 

 

【学校行事】 

・修学旅行  

宿泊を伴わない形で実施し、各校

は高山方面等への日帰り行程に

変更 

・運動会・体育祭 

 内容を縮小し半日開催等で９月

～10月に実施。 

令和２年度は、５月 25日の登校日ま

で臨時休校から始まった。臨時休校

中は、学校では毎日ホームページを

更新し、児童生徒へのメッセージを

発信したり、Web のツールアプリ「ズ

ーム」を活用した朝の会や、学習や

生活の支援をしたりして、子どもと

学校をつなぐ取り組みを行った。ま

たアミックスコムを活用して市内の

教員やＡＬＴによる教育番組を放送

し、子どもたちの学習の機会を保つ

よう取り組んだ。 

学校再開に向けて、学校では、パ

ーティションの設置や消毒、体温計

の設置など、施設整備も実施した。

登校日や分散登校中は地域の方、市

職員による登下校の見守りを行い、

子どもたちの安全に努めた。 

 

 

【評価】 

  

Ｂ 
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【教育行政評価委員会からの意見】 

 

１.教育委員会の活動状況について 

 

◆教育委員会会議の実施状況 

・新型コロナ感染症対策に伴う非常事態下での教育委員会会議の実施につい

ては、臨時会 3回増、書面表決 2回といったように、開催回数が増えた。こ

れは、各計画の後期見直しに即し、適切に実施できたからだと思う。 

 

・新型コロナウイルス感染症の対応については、過去にないことであり、大変

であったが、教育委員会の支えや指導が適切に行われたことにより、事務局

や学校現場は安心して教育の方策立案や実践が行われた。特に子ども重視

（学力）に重点を置いた施策は評価できる。ただし、子どもの体力について

はどうであったか。調査を促してほしい。（ゲームやスマホによる外での活

動の減少、部活動やクラブ活動、スポーツの機会の保障、中体連中止等） 

 

・会議が教育委員会の市役所の中だけで行われるのではなく、各教育施設で行

うことにより、現場調査について多くの目や体を通して感じとれたことは、

総合的に判断できるので良い方策であった。 

 

 ・教育委員会の重点目標の進捗状況の確認をはじめ、各園・小中学校・各施設

の利用状況など毎月報告されており、現状把握に十分努められている。 

 

 ・新型コロナウイルス感染症対策について、課題を共有されており引き続き今

後の対応が望まれる。 

 

 ・新型コロナウイルス感染症の関連により、多くの会議や行事が中止となった。

そんな中、感染対策をしっかりしていただき、やれることを進めてくれたこ

とは評価できる。 

 

 ・新型コロナウイルス感染症対応の中で、小中学校や各施設の利用状況を把握

し報告されています。その状況によってこの新型コロナウイルス感染症の

影響がどうだったかという結果が出ると思うので、今後に活かしてほしい。 

 

 ・コロナ禍の中、多くの会議が取りやめとなる中、子どもたちのことをちゃん

と考え、書面決議や臨時会などで多くの議決案件を行っていただいたおか
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げで、子どもたちも保護者も、安心して学校に行くことができた。 

 
 ・学校や子ども園で感染者が出る場合、誰が感染したかという事は公表できな

いと思うが、憶測で噂が回るなど、違った情報が流れることがあった。この

ようなことにも対処できればと考える。 

  
 ・発達障がい児について、学校と親、市教委とその子をどんな形で成長させた

いのかという事を共通認識としてもち、出口を見い出すよう考えていただ

きたい。 

 
 
◆調査活動等の状況 
 ・市内視察の中で、卒業式への出席をしたが、他の教室でのライブ配信など、

工夫をした学校があった。この発想が大切である。校長の学校経営がうまく

いっていると感じた。 

 
 ・武並小学校の視察について、その成果については、市の ICT 教育指導員に

よる動画がスクールライブラリで公開され、市内各校が確認できた。 

 
 ・コミュニティスクール研修会として、文部科学省国立教育政策研究所の総括

研究官を講師として開催されたことは大変良かった。学校、家庭、地域が共

通に理解し活動を進めていくのに役立っている。 

 
 ・教育委員と教育長訪問は学校にとってはありがたい。学校現場の様子を見て

いただくことで、助言や指導をしていただき、学校運営にとっては、とても

大切である。 

 
 ・学校訪問をすると、多様性がある中で、様々な課題があると感じる。その課

題に対して、教育委員会は適切な対応をしてくださることが、この対応策を

みて評価できる。 

 
 ・研修会について、新しい方向の教育を進めるにあたっては、関係者の研修会

が大切であり、委員が十分に理解することが大切である。 

 
 ・医療的ケア児支援法が施行されている。恵那市はスタートしているという事

で、子どもの成長に合わせた指導をしているということを学校訪問等で確
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認していることは評価できる。 

 

 ・正家廃寺が今後どのような公園化が出来るのか楽しみである。視察した内容

を参考に、うまく活かしていただきたい。 

 

・正家廃寺の公園化については、誰をターゲットにするのか考えたい。 

 

・作るだけでなく、多くの方が来ていただけるような内容や周知活動を今後も

行って欲しい。 

 

 ・GIGAスクールについては、一般的に知られていないこともある。コロナ禍

なのでリモートで実施しているだけのことと思っている保護者も多い。よ

って、今後の活用について保護者への周知をするとよい。また、字を書けな

い子が増えるのではないかと心配されている。今後のフォローアップが必

要。 

 

 ・コミュニティスクールの研修会については、学校運営協議会や地域学校協働

本部の違いについてわからない部分があったが、地域の方と一緒に研修を

したことで今後の活動の進め方について勉強になった。 

 

 ・地域学校協働推進委員について、地域によって差がある。 

 

 ・タブレット活用について、家庭で使う場合、保護者の中には得意、不得意は

あると思われる。保護者向けの指導もお願いしたい。 

 

  

12



款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

高等教育振興事業費
（学ぶ力）

教育総務課

こども園改修事業費

幼児教育課

こども園教育・保育推進
事業費
（安心子育て）

幼児教育課

教育・保育施設支援事業
費
（安心子育て）

幼児教育課

こども園発達障がい児等
支援事業費
（安心子育て）

幼児教育課

教育委員会費

教育総務課

第３章　教育委員会事務事業の執行状況の点検・評価

66,076

02　総務費

01　総務管理費

16　学ぶ力をつける

　市内高等学校の魅力を高めるため、高校と企業が連携し魅力ある高校
づくりを支援することに加え、恵那南高校に明知鉄道で通学する生徒に
通学定期の半額補助を行った。
・報酬（コーディネーター　1人）
・報償費（ALTによる英会話講座謝礼　9回）
・旅費
・委託料（6次産業学習推進業務委託料）
・通学費補助事業（57人）

5,026 Ｃ Ｃ

　支援が必要な園児に対して、加配保育教諭を配置するなど一人ひとり
の発達に配慮した保育を実施した。
・人件費（会計年度任用職員　34人）
・旅費（会計年度任用職員通勤費）
・需用費（消耗品費）
・備品購入費

Ｃ Ｃ

10　教育費

01教育総務費

03　民生費

02　児童福祉費

03　こども園施設費

2,787
　串原こども園において、便器の洋式化や床の乾式化等改修工事をを
行った。
・串原こども園便所改修工事

Ｃ Ｃ

04　安心して子どもを育てる

　こども園（14園）では、園児一人ひとりの発達に応じて「生きる力」の基礎
となる資質・能力を一体的に育むことを目的に恵那市幼児教育の共通の取り組
みとして4本の柱（あいさつ、読書活動、英語遊び、特色ある園活動）を掲げ
て教育・保育を実施した。
・人件費（職員73人、会計年度任用職員149人）
・報償費（研究会等謝礼）
・旅費（会計年度任用職員通勤費他）
・需用費（消耗品費、光熱水費、修繕費、賄材料費）
・役務費（通信運搬費、電話料、手数料、保険料他）
・委託料
　保守点検委託料（建物維持管理保守等）
　業務委託料（指定管理委託料等）
・使用料及び賃借料（器具借上料、土地借上料、複合機借上料）
・原材料費（こども園砂場用の砂他）
・備品購入費（保育備品、絵本購入他）
・負担金補助及び交付金（災害共済給付掛金、通園助成補助他）
・償還金（国庫返還金、コロナ対策による登園自粛分返還）
・公課費（岩村、山岡こども園　園バス重量税）

1,054,001 Ｂ Ｂ

189,565

　私立保育所2園と保育の実施に関する委託契約を締結し、園の運営費と
して国の基準により算出した委託料を支払った。
　小規模保育事業認可保育所1ヶ所に運営費の交付を行った。
　保護者の利便性を図るため、市外私立保育所等（13園）への広域入所
を実施した。
・委託料（市内私立保育所2園等）
・負担金補助金及び交付金
　延長保育事業補助金
　認可保育所運営費
　給食費補助金
　新型コロナウイルス感染症緊急包括支援補助金
　施設等利用費（認可外保育施設）

Ｂ Ｂ

01　教育委員会費

1,676

　教育委員会定例会12回、早急に必要な案件について審議するため、臨
時会4回、書面表決2回を開催した。
・委員報酬
・事務費

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

教育総務一般管理経費

教育総務課

教員住宅維持管理経費

教育総務課

学校教育一般経費

学校教育課

奨学資金貸与基金積立金
経費

教育総務課

遠距離通学等対策事業費
（移動）

教育総務課

学校教育研究事業費
（学ぶ力）

学校教育課

学校教育課

特色ある教育推進事業費
（学ぶ力）

　　特色ある教育推進のため、外国語指導助手（ALT）6人を各小中学校
に派遣し、英語教育及び外国語活動の充実を図った。また、学校の教育
諸活動を充実・活性化させるための支援、コミュニティスクール（CS）
の活動による地域との学びの推進、スケート教室の開催、PTA連合会補
助、家庭教育学級運営補助等を行った。
・報酬（ALT給与6人分、総括指導相談員等報酬5人分）
・共済費（ALT・総括指導相談員等社会保険料、労災保険料）
・報償費（CSディレクター・地域未来塾・ICT推進本部謝礼）
・旅費（ALT・総括指導相談員等通勤費）
・需用費（CS・地域未来塾等事務費）
・役務費（外国青年招致保険料、学校支援者補償制度保険料等）
・委託料（卒業式サテライト会場用撮影業務、フィルタリングサービス
用構築・保守業務）
・使用料及び賃借料（小・中学校スケート教室）
・備品購入（図書購入費）
・負担金補助及び交付金（東農地区教育推進協議会負担金、教科用図書
東濃採択地区協議会負担金、家庭教育学級運営補助金、家庭教育学級補
助金等）

51,140 Ｃ

175,478

　教育委員会事務局に係る事務局経費及び教育振興基本計画策定経費
・職員給与費　16人、教育長
・報償費（教育行政評価委員、教育振興基本計画策定委員等）
・旅費
・需用費（消耗品・燃料費）
・役務費（通信運搬費・自動車損害保険料）
・負担金補助及び交付金
・公課費

Ｃ Ｃ

02　事務局費

14,403

新型コロナウィルスの影響による返済猶予や奨学生の拡充に対応するた
め、基金の増額積立を行った。
・運用基金繰出金（増額積立金）
・運用基金繰出金（預金利子分積立金）

Ｂ Ｂ

03　移動手段を充実する

1,995

　教職員住宅（全37戸）の施設の維持管理・修繕を実施し、良好な
居住環境の維持に努めた。
・需用費（電気代、光熱水費、建物修繕料）
・役務費（火災保険料、検査手数料等）
・委託料（施設管理委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）

Ｃ Ｃ

174

　小学校・中学校教育に係る一般事務経費
・需用費（学校教育一般事務費、車両点検整備費 ）
・役務費（クリーニング料、自動車損害保険料）
・公課費（自動車税（長島小ハイゼット））

Ｃ Ｃ

04　学ぶ力をつける

10,016

　教員への適切な指導、援助を充実させ、教育における今日的な課題に
対応し、教育の資質向上と教育内容の充実のためテーマに基づく研究に
取り組み、学校教育の向上を図った。
　ふるさと学習読本を出版し、様々な教育活動で活用できるよう各学
校、関係機関へ配本した。
・報償費（研究事業講師謝礼、読書感想文記念品）
・需用費（市指定研究事業、課題研究委託事業、副読本等）
・役務費（キャリア教育保険料、研究事業切手代等）
・負担金補助金（岐阜県小中学校教育研究会会費）

Ｂ Ｂ

　遠距離通学児童・生徒の安全な登下校のため、スクールバスの運行と
定期券回数券の交付に加え、公共交通機関やスクールバスの利用ができ
ず自家用車で送迎している保護者に対し、通学補助金を交付した。また
スクールバス利用者について、密集を避けるため保護者の送迎に対し補
助金を交付し、より安全な登下校に努めた。
・需用費　（消耗品・燃料費・光熱水費）
・役務費　通信運搬費（通学バス回数券・定期券代）
・スクールバス運転業務委託
・通学補助金（10人）
・コロナ対策による通学補助金（177人）

69,884 Ｃ Ｃ

Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

教育発達相談支援事業費
（学ぶ力）

学校教育課

小学校施設管理経費

教育総務課

小学校運営一般経費

学校教育課

学校教育課

39,173

　教育発達相談センターあおばに専門相談員を配置して、発達相談及び
発達検査等を実施し家庭や学校、こども園などにおける支援サポートを
行った。
　不登校児童生徒に対する適応指導教育相談及び教育相談員を配置し相
談窓口の充実を図った。
　心の教室相談員を不登校及び問題行動のある児童の多く在籍する小・
中学校に配置することにより児童生徒が気軽に相談出来る環境を提供し
た。
・報酬（心の教室相談員9人、適応指導教室職員7人、教育発達相談セン
ター職員6人、教育相談員1人）
・共済費（心の教室相談員・適応指導教室職員・教育発達相談センター
職員・教育相談員社会保険料、労災保険料）
・報償費（言語聴覚士・臨床心理士謝礼、Dr相談会謝礼）
・旅費（心の教室相談員・適応指導教室職員・教育発達相談センター職
員・教育相談員通勤費）
・需用費（教育発達相談、適応指導教室事務費）
・役務費（通信電話料等）
・使用料及び賃借料（教育発達相談・適応指導教室複合機借上料）
・備品購入費（特別支援級・通級新設備品購入）
・負担金補助金及び交付金（東濃相談員協議会負担金等）

Ｃ Ｃ

02　小学校費

113,837

　小学校14校の教育環境の維持、管理運営を行った。
　小学校の管理備品を購入し、教育活動を円滑に展開するため推進を
図った。
・報酬（学校用務員・給食補助員13人、スクールサポートスタッフ（コ
ロナ消毒作業員）16人）
・給料（学校用務正職員給料3人）
・職員手当（学校用務正職員）
・共済費（学校用務正職員共済掛金、学校用務員・給食補助員社会保険
料、労災保険料）
・報償費（小学校入学・卒業記念品）
・旅費（学校用務員・給食補助員・スクールサポートスタッフ（コロナ
消毒作業員）通勤費）
・需用費（小学校管理運営事務費、維持費、コロナ衛生物品費）
・役務費（小学校通信費等）
・使用料及び賃借料（小学校モップ借上料）
・備品購入費（小学校管理備品）

Ｃ Ｃ

02　学ぶ力をつける

01　学校管理費

46,699

　市内の小学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管
理・修繕に努めた。
・需用費（消耗品、修繕料、遊具修繕料）
・役務費（手数料、建物共済保険金）
・委託料（施設管理委託料、保守点検業務委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　長島小学校特別支援学級ロッカー設置工事
　長島小・岩邑小学校高圧機器更新工事
　串原小学校2階普通教室空調設備
　大井小学校照明器具修繕工事
　岩邑小学校家庭科室給湯器等取替工事
・負担金及び交付金（施設維持負担金）

Ｃ Ｃ

438,033

　ICT教育の推進として、児童一人一台のタブレット端末を導入し、校内
のネットワーク環境整備を行った。
　教材ソフト等を購入しICT教育の向上を推進した。
　教育振興事業を実施し、教育諸活動の充実・活性化を図った。
　準要保護、特別支援学級児童の就学援助を行い、保護者の負担軽減を
図った。
　学習支援員を配置し、学力向上、少人数教育等に努めた。
・報酬（学習支援員59人うち教育支援体制整備事業25人）
・共済費（学習支援員社会保険料、労災保険料）
・旅費（学習支援員通勤費）
・需用費（教育振興事業事務費、維持費）
・委託料（学校ネットワーク整備調査業務、教育動画制作業務、日帰り
修学旅行事業等）
・使用料及び賃借料（デジタル教科書ソフトウェア使用料、学習支援ソ
フト使用料、タブレット端末アプリ使用料等）
・備品購入費（児童タブレット端末導入、遠隔学習用備品、学校液晶
ディスプレイ、小学校児童図書購入費、理科振興備品等）
・負担金補助及び交付金（小学校教育振興事業補助金、修学旅行等キャ
ンセル料補助金、小学校長会等負担金）
・扶助費（特別支援教育就学奨励費、要保護準要保護児童援助費）
・繰越明許
（市内小学校ネットワーク整備事業）
（市内小学校タブレット端末導入事業）

Ｂ Ｂ

小学校教育振興費
（学ぶ力）

15



款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

小学校施設改修事業費

教育総務課

中学校施設管理経費

教育総務課

中学校運営一般経費

学校教育課

中学校教育振興費
（学ぶ力）

学校教育課

03　中学校費

01　学校管理費

35,272

　市内の中学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管
理・修繕に努めた。
・需用費（消耗品、修繕料）
・役務費（手数料、建物共済保険金）
・委託料（施設管理委託料、保守点検業務委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　山岡中・岩邑中学校高圧機器更新工事
　岩邑中学校体育館照明修繕工事
　恵那西中学校外壁改修工事
　明智中学校舗装工事
　上矢作中学校会議室エアコン設置工事　他
・負担金及び交付金（施設維持負担金）

Ｃ Ｃ

03　学校建設費

90,740

　学校側や地元の要望を受け、小学校施設の改修等を行い、安心・安全
な環境の維持に努めた。
　恵那市内小学校の校舎、屋内運動場の既設トイレについて衛生面、安
全面の改善をするため、実施設計及びトイレ洋式化工事を行った。
・委託料
　三郷小学校大規模改修工事実施設計業務委託
　恵那市内小学校トイレ洋式化設計業務委託
　三郷小学校アスベスト分析業務委託
・工事請負費
　明智小学校プール改修工事
　大井小学校トイレ洋式化工事
　大井第二小学校トイレ洋式化工事
　恵那北小学校トイレ洋式化工事
　岩邑小学校トイレ洋式化工事
　中野方小学校トイレ洋式化工事

Ｃ Ｃ

02　学ぶ力をつける

238,112

　ICT教育の推進として、生徒一人一台のタブレット端末を導入し、校内
のネットワーク環境整備を行った。
　教材ソフト等を購入しICT教育の向上を推進した。
　教育振興事業を実施し、教育諸活動の充実・活性化を図った。
　準要保護、特別支援学級生徒の就学援助を行い、保護者の負担軽減を
図った。
　学習支援員を配置し、学力向上、少人数教育等に努めた。
・報酬（学習支援員22人うち教育支援体制整備事業12人）
・共済費（学習支援員社会保険料、労災保険料）
・旅費（学習支援員通勤費）
・需用費（教育振興事業事務費、維持費）
・委託料（学校ネットワーク整備調査業務、教育動画制作業務、日帰り
修学旅行事業等）
・使用料及び賃借料（デジタル教科書ソフトウェア使用料、学習支援ソ
フト使用料、タブレット端末アプリ使用料、バス借上料等）
・備品購入費（生徒タブレット端末導入、遠隔学習用備品、学校液晶
ディスプレイ、中学校生徒図書購入費、理科振興備品等）
・負担金補助及び交付金（中学校教育振興事業補助金、修学旅行等キャ
ンセル料補助金、中学校長会等負担金、中学校部活動等大会補助金等）
・扶助費（特別支援教育就学奨励費、要保護準要保護生徒援助費
・繰越明許
（市内中学校ネットワーク整備事業）
（市内中学校タブレット端末導入事業）

Ｂ Ｂ

59,978

　中学校8校の教育環境の維持、管理運営を行った。
　中学校の管理備品を購入し、教育活動を円滑に展開するため推進を
図った。
・報酬（学校用務員・給食補助員9人、スクールサポートスタッフ（コロ
ナ消毒作業員）12人）
・給料（学校用務正職員給料1人）
・職員手当（学校用務正職員）
・共済費（学校用務員・給食補助員社会保険料、労災保険料、学校用務
正職員共済掛金）
・報償費（卒業記念品）
・旅費（学校用務員・給食補助員）
スクールサポートスタッフ（コロナ消毒作業員）通勤費）
・需用費（中学校管理運営事務費、維持費、コロナ衛生物品費）
・役務費（中学校通信費等）
・使用料及び賃借料（中学校モップ借上料）
・備品購入費（中学校管理備品）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

中学校施設改修事業費

教育総務課

私立幼稚園支援経費
（安心子育て）

幼児教育課

社会教育総務費

生涯学習課

明智かえでホール管理運
営経費

生涯学習課

恵那文化センター管理経
費

生涯学習課

04　幼稚園費

01　安心して子どもを育てる

Ｃ Ｃ

03　学校建設費

15,961

　学校側や地元の要望を受け、中学校施設の改修等を行い、安心・安全
な環境の維持に努めた。
　恵那市内中学校の校舎、屋内運動場の既設トイレについて衛生面、安
全面の改善をするため、実施設計を行った。
・委託料
　恵那市中学校トイレ洋式化設計業務委託
・工事請負費
　恵那西中学校防球ネット取替工事

Ｃ Ｃ

02　文化施設管理費

11,561

　かえでホールの運営・維持管理を行った。
　明智かえでホール利用状況
　　開館日数　　　 295日
　　延べ利用者数　2,437人（ホール1,459人、会議室等978人）
・需用費
　光熱水費、消耗品費他
　調光操作卓、空調機器修繕
・役務費（電話料金）
・委託料
　窓口業務
　ホール音響照明機器他保守点検業務
　空調設備保守点検業務
　舞台設備保守点検業務
　施設清掃業務他
・使用料及び賃借料（土地借上料他）

Ｃ Ｃ

05　社会教育費

01　社会教育総務費

67,759

　社会教育委員会を年5回開催し、第5期恵那市家庭教育支援計画の策定
やコミュニティセンター三学塾塾長との合同研修会を開催することで、
今後の社会教育に対する方向性や課題の整理を行った。
　社会教育の振興を進めるため、社会教育指導員を雇用し、その活用を
行った。
・職員給与費　　　　　 7人
・社会教育委員報酬　　14人
・社会教育指導員報酬　 3人
・共済費
・旅費（会計年度任用職員通勤費）
・需用費（消耗品費）
・負担金補助及び交付金
　岐阜県社会教育委員連絡協議会他
　恵那市生活学校運営補助金

Ｃ Ｃ

50,440

　幼児教育・保育の無償化制度による子育てのための施設等利用給付、
及び私立幼稚園の低所得世帯への負担軽減措置である実費徴収に係る不
足給付を行った。
・実費徴収に係る不足給付事業補助金　36人
・施設等利用給付　166人
・国庫、県費返還金

86,522

　市民の芸術、文化にふれあい親しむ場の提供及び生涯学習活動の拠点
施設として適正な管理運営に努めた。
　文化センター利用状況
　　開館日数　　　　　296日
　　延べ利用者数　 37,732人
　　　　（文化会館15,234人　中央公民館22,498人）
・職員給与費　4人
・需用費（光熱水費、修繕費、消耗品等）
・役務費
・委託料
・使用料及び賃借料
・工事請負費
・公課費

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

生涯学習課

市民会館管理費

生涯学習課

伝統芸能保存伝承事業費
（歴史文化）

生涯学習課

生涯学習課

文化財の調査・保存・活
用事業費
（歴史文化）

05　歴史・文化を活かす

96,065

　生涯学習の拠点施設として、適正な管理に努め本に触れ合う機会を提
供し、読書への関心を高めることができた。
　コロナ禍における、予防対策として本の消毒機を購入し利用者が安心
して本を借りられるよう整備した。
　開館日数　　　　　238日（臨時休館4/4～5/31）
　貸出利用冊数　　204,424冊
　貸出利用人数　 　43,172人
　来館者数　　　　 90,537人
・職員給与費（館長、職員2人）
・報酬費（通勤費含む）
・報償費
・光熱水費・燃料費
・印刷製本費・消耗品
・修繕費
・役務費
・委託料
・使用料及び賃借料
・負担金補助及び交付金
・基金積立金
・備品購入費

ＣＣ

04　市民会館管理費

03　図書館運営管理費

図書館運営経費

8,317

　　コミュニティ活動や生涯学習の推進を図るため、コミュニティ施
設、多目的施設の一体的な管理運営を行った。
　開館日数　　　　 296日（527件）
　延べ利用者数　13,895人
・需用費（光熱水費、修繕費、消耗品等）
・役務費
・委託料
・土地借上料等
・備品購入費

Ｃ Ｃ

　伝統保存文化育成事業として文化振興会への助成を行った。地歌舞伎
の保存伝承のための講座開催事業、地芝居小屋活用のための補助を行っ
た。
・需用費
・負担金補助及び交付金
　文化振興会伝統保存文化育成事業
　歌舞伎講座事業補助金
　地芝居小屋活性化事業補助金

2,812 Ｃ Ｃ

126,871

　　国選定の文化財である岩村町本通り伝統的建造物群保存地区の保
存・活用事業として、地区内の建造物等の修理・修景工事に対する補助
を行った。
　岩村町字城山地内の竹木の伐採事業や、明治天皇行在所の保存修理工
事、長屋門の移築など文化財の保護と景観整備を行い保存・活用に努め
た。
　岩村町本通り町屋活用施設と旧三宅家の指定管理、各資料館管理業務
に対する委託を行った。
・報酬（会計年度任用職員2名、文化財保護審議会等委員報酬）
・共済費
・報償費（明治天皇大井行在所竣工式謝礼）
・旅費
・需用費（文化財修繕、光熱水費等）
・役務費（通信運搬費、建物保険料等）
・委託料
　長屋門工事監理業務
　岩村町本通り町屋活用施設指定管理業務
　旧三宅家指定管理業務
　岩村歴史資料館管理業務
　中山道ひし屋資料館管理業務
　明治天皇大井行在所工事監理業務
　乗政寺山支障木伐採業務
　甚平坂公園樹木管理業務
　硯水公園樹木管理業務
　岩村歴史資料館夜間等警備業務他
・使用料及び賃借料（土地借上料、通行料等）
・工事請負費
　行在所主屋改修工事
　長屋門移築工事
　三宅家消防設備緊急修繕工事
　明治天皇行在所ミニキッチン設置工事等
・原材料費
・備品購入費（歴史資料館展示用備品）
・負担金補助及び交付金
　伝建地区保存修理事業補助金（5件）
　岩村町秋祭行事保存会補助金
　岐阜県文化財保護協会負担金等

ＢＢ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

美術館管理運営経費
（歴史文化）

生涯学習課

中央公民館講座運営事業
費
（学ぶ力）

生涯学習課

図書館購入事業費
（学ぶ力）

Ｃ Ｃ

生涯学習課

読書習慣づくり事業費
（学ぶ力）

生涯学習課

読書環境推進事業費
（学ぶ力）

生涯学習課

コミュニティセンター講
座運営事業費
（学ぶ力）

生涯学習課

人権尊重教育事業費
（共生）

生涯学習課

12,238

　郷土資料、浮世絵等、特色のある図書購入を行うと共に、中央図書館
利用者の要望に応じ、幅広い分野の図書資料購入に努めることができ
た。（蔵書冊数251,916冊）
・図書購入費（5,556冊）
・需用費（新聞・雑誌購入費）

448

　ブックスタート事業として7ヶ月教室時にて図書館ボランティアの協力
の下、絵本をプレゼントし、赤ちゃんと絵本と共に過ごす大切さを伝
え、親子で本に親しむきっかけづくりを行った。
　切れ目のない子ども読書推進を図るため、3歳児に読書手帳を配付して
50冊を読むと絵本をプレゼントするファーストメッセージ事業を行い、
親子で多くの本と親しむ習慣づくりを進めた。また、小学1年生にセカン
ドメッセージとして子どもの好きな本リストを配布した。
　ブックスタート実施回数　　　 　 25回
　　　　　　　　実施人数　　　　 260人
　幼児用読書手帳絵本引き替え人数　44人
・需用費（配布用絵本購入）

ＣＣ

742

　図書館サポーターと連携して、読書に親しむ機会づくりを行った。
おはなし会　年間　70回　参加者　延べ653人　子供向けイベント
　6回　歴史講座等　7回　図書館マルシェ　ミニ古本市
地域の読書活動を推進するため、地域の読書環境整備を行った。
・委託料（読書活動推進委託料）
・負担金補助金及び交付金
　東野おはなしの会ちちんぷい
　たけなみブックフレンドきつつき
　くしはらブックサポーター
　おはなしの会やまびこ

85,411

　公益財団法人中山道広重美術館に指定管理委託を行い適正な管理運営
に努めた。
　浮世絵を中心とした特別企画展を3回、企画展を5回開催した。この他
に講座の開講やこども版画コンクールなどの教育普及事業も実施した。
・役務費
・委託料（指定管理業務）
・工事請負費
　空調機改修工事
　屋根防水工事
・備品購入費（映像設備購入）
・負担金補助及び交付金
　美術館運営事業補助金
　コロナ感染拡大防止協力金

Ｃ Ｃ

06　学ぶ力をつける

2,030

　市民三学運動を推進するため、三学のまちづくり推進委員会を年4回開
催した。
　また中央公民館と市民会館において市民講座を開講し、学習機会の創
出と生涯学習団体の育成を図った。
・委員報酬
・報償費
・費用弁償
・需用費
・役務費
・委託料
・使用料及び賃借料
・負担金補助及び交付金

Ｂ Ｂ

ＣＣ

57,510

　市民三学運動を推進するため、各コミュニティセンターに三学塾塾長
とコミセン主事を配置し、地域のまちづくりと生涯学習を一体的に推進
した。
　また各コミュニティセンターを拠点として、市民講座等を開催して、
地域の生涯学習の推進を図った。（106講座、参加者延べ984人）
・報酬（塾長・コミセン主事）
・共済費（塾長・コミセン主事）
・報償費（講師謝礼）
・旅費（塾長・コミセン主事）
・需用費（消耗品費等）

ＢＢ

07　共に生きる力をつける

0

　人権啓発活動の一環として、人権教育講演会を計画していたが、新型
コロナウイルス感染症の影響により中止となった。
・報償費（講師謝礼）
・需用費（講師用弁当代）

ＣＣ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

三学のまち推進事業費
（共生）

生涯学習課

青少年育成事業費
（共生）

生涯学習課

文化芸術振興事業費
（生きがい）

生涯学習課

スポーツ課

08　生きがいを持って暮らす

06　保健体育費

01　スポーツ施設管理費

スポーツ施設管理経費

5,655

　生涯学習「市民三学運動」を推進するための骨子となる第3次恵那市三
学のまち推進計画を策定した。
　市民三学運動の一環として、「大学連携講座」、「先人学習講座（纐
纈今次郎・三好学・山本芳翠）」を実施した。
　また先人顕彰事業として、エッセイと短歌の公募賞「下田歌子賞」を
実施した。
・報償費（講師謝礼）
・旅費（嚶鳴協議会等）
・需用費（消耗品費、印刷製本費等）
・役務費（郵便料、電話料、傷害保険料）
・委託料（先人学習推進業務）
・負担金補助
　下田歌子賞補助金、三学のまちづくり支援事業補助金　他

ＣＣ

5,869

　青少年育成推進員を委嘱し、青少年育成市民会議の企画運営及び各部
会での活動を行い、青少年健全育成の推進に努めた。
　青少年育成市民会議では「地域」「家庭」「仲間」づくりの3つの部会
の活動を通し、心豊かでたくましい青少年の育成を図り、青少年の健全
育成を推進した。
　放課後子ども教室では、各小学校の余剰教室等を活用し地域の様々な
方の参画を得て、子ども達とともに学習やスポーツ・文化活動を通し
て、主体性・社会性・郷土愛等のより一層の向上を図った。
　成人式に関しては、新型コロナウイルス感染症の影響により次年度に
延期することとした。
・報償費（青少年育成市民会議推進員、放課後子ども教室謝礼等）
・需用費（放課後子ども教室消耗品、印刷製本費等）
・役務費（郵便料、電話料、放課後子ども教室保険）
・委託料（放課後子ども教室業務委託）
・負担金補助及び交付金
　恵那市青少年育成市民会議負担金
　恵那市子ども会指導者連絡協議会補助金
　県青少年育成推進指導員分担金等
　団体補助金

ＣＣ

15,830

市文化祭、恵那文化会館・かえでホール自主文化事業を公益財団法人恵
那市文化振興会に委託し、芸術文化の振興を図った。
・委託料
　恵那文化会館・かえでホール自主文化事業開催業務
　恵那市文化祭開催業務
・負担金補助及び交付金
　文化振興会育成事業補助金

ＣＣ

Ｃ Ｃ121,916

　社会体育施設、学校開放施設を市民が安心安全に利用できるよう必要
な修繕や施設の適正な維持管理に努めた。
　まきがね公園体育館非常用発電機更新工事、明智BGプールテントの張
替工事等を行った。
・報償費（岩村・笠置地区スポーツ施設鍵受渡謝礼）
・需用費（施設修繕、消耗品、電気、水道料等）
・役務費（浄化槽点検手数料、設備保険料）
・委託料
　指定管理委託料　まきがね公園施設、西グラウンド、体育館
　　　　　　　　　山岡地区、明智地区、上矢作プール
　保守点検委託料（電気保安、浄化槽、消防設備等点検）
　管理委託　　　（施設トイレ清掃、草刈り等周辺整備）
・使用料及び借地料
　　まきがね公園土地借地料、明智BG土地借上料
・工事請負費
　　まきがね公園体育館非常用発電機更新
　　明智BGプールテント張替
　　山岡BGプールテント修繕
　　明智弓道場屋根改修
　　まきがね公園弓道場浄化槽修繕等
・原材料費（学校グラウンド補充用砂等）
・備品購入費（まきがね公園体育館券売機等）
・負担金補助・交付金（コロナ感染拡大防止協力金）
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

スポーツ課

学校保健経費

学校教育課

学校給食センター一般経
費

教育総務課

恵那市学校給食センター
維持運営費

教育総務課

岩村学校給食センター維
持運営費

教育総務課

スケート場維持管理経費
103,005

　令和2年度は、各種保守点検及び軽微な修繕を実施し施設の維持管理に
努めた他、新型コロナウイルス感染症対策を徹底した運営を行った。
コロナ禍によって、各種イベント・教室等の中止が多くあったが、1月に
は徹底したコロナ感染症対策を施したうえで、クリスタル国体2021を開
催することができた。
利用者数は前年より42.6%減少（32,048人減少）の43,260人
・報償費（各種教室講師謝礼）
・需用費
　消耗品費
　燃料費（A重油・LPGガス等）
　印刷製本費（ポスター、チラシ）
　電気・水道代
　修繕費（冷凍機エンジン噴射ポンプ油漏れ修繕等）
・役務費（広告料、電話料等）
・委託料（製氷管理、施設管理、保守点検委託等）
・使用料（スケート貸靴使用料等）

Ｃ Ｃ

47,843

　児童生徒の心身の健康保持増進を図るために各種健診・各種施設検査
を行った。
　学校管理下における児童生徒の負傷、疾病等に関して災害共済給付事
業を実施した。
　新型コロナウイルス感染症対策における衛生物品の購入、施設環境の
整備のための備品の購入を行い感染予防に努めた。
・報酬（学校医、学校歯科医、学校薬剤師、学校耳鼻科医報酬）
・報償費（歯科衛生士派遣謝礼、腎臓検診判定委員会委員謝礼）
・旅費（腎臓検診判定委員会旅費）
・需用費（各種検診事務費、コロナ感染症対策衛生物品費等）
・役務費（学校用務員大腸菌検査、児童生徒血液検査手数料、児童生徒
心電図検査、教職員健康診断、全国市長会学校災害賠償補償保）
・委託料（教職員ストレスチェック）
・備品購入費（コロナ感染症対策施設環境整備備品）
・負担金補助及び交付金（スポーツ振興センター負担金、恵那市学校保
健会負担金、嘱託学校医等負担金等）

ＣＣ

02　学校保健費

03　学校給食費

8,592

　恵那市内の給食センター4施設の適正な運営に努めた。
・報酬（学校給食運営委員会等）
・事務費
・学校給食費口座振替手数料
・補助交付金
・補償費

Ｂ Ｂ

389,193

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持管理に
努めた。
　給食実施状況　　　校数 　　給食日数　　　　 給食数
　小学校　　　　 　　9校　　　　194日　　　356,176食
　中学校　　　　 　　3校　　　　190日　　　181,901食
　こども園　　　 　　2校　　　　196日　　　 22,247食
　その他 　 　　 　　　　　　　　　　　　 　 6,684食
　合　計　　　　 　 14校　　　　　　　　　 567,008食
・職員給与費　2人
・報酬等　　　1人
・給食材料費
・給食調理配送業務委託料
・備品購入費
・一般経費（施設維持費）

ＣＣ

90,349

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持管理に
努めた。
　給食実施状況 　 　校数　　 給食日数　　　　 給食数
　　小学校　　　　 　2校　 　　 189日　　　 65,040食
　　中学校　　　　 　2校　　 　 193日 　 　 37,205食
　　こども園　　　 　2校　 　　 201日 　 　 26,128食
　　その他　　　　 　　　　　　　　 　 　　　2,403食
　　合　計　　　　 　6校　　　　　　 　 　 130,776食
・職員給与費　1人
・給食材料費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

山岡学校給食センター維
持運営費

教育総務課

明智学校給食センター維
持運営費

教育総務課

スポーツ推進一般経費

スポーツ課

生涯スポーツ推進事業費
（生きがい）

スポーツ課

スポーツ課

地域スポーツ推進事業費
（生きがい）

5,170

　　中部大学と連携し「こども園運動プログラム」を作成し、各園で運
動遊びが充実する取り組みを推進している。また、子どもと保護者が家
庭でも手軽にできる運動遊びを学ぶ「親子で運動遊びの集い」を2日開催
し、延べ126人が参加した。
　体育連盟にスポーツ教室を委託したが、コロナ禍により中止となっ
た。状況により健康運動教室等を実施し延べ688人の参加があった。
　生涯スポーツ推進補助金は、スポーツ少年団11団、少年スポーツ活動
団体12種目団体の活動に対し支援した。
・報償費（こども園運動プログラム報酬、教室講師料等）
・需用費（消耗品等）
・役務費（FC岐阜メインスタンドバナー広告掲出）
・委託料
　スポーツ教室等運営
　こども園運動プログラム運営指導
・負担金補助及び交付金
　生涯スポーツ推進補助金
　レクレーション協会活動事業補助

ＣＣ

90,324

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持管理に
努めた。
　給食実施状況　　  校数　　 給食日数　　　　 給食数
　　小学校 　　　  　1校　　　  194日　 　　30,389食
　　中学校 　　　　  1校　　　  193日　　　 19,387食
　　恵那特別支援学校 1校　　　  192日　　　 36,530食
　　こども園　　　　 1校　　　  202日　 　　15,139食
　　その他 　　　　　　　　　　　　　　　　  2,998食
　　合　計 　　　　　4校　　　　　　　　　 104,443食
・職員給与費　1人
・給食材料費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

81,582

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持管理に
努めた。
　給食実施状況　　　校数　　 給食日数　　　　 給食数
　　小学校　　 　　　2校　　　  189日　　　 53,933食
　　中学校　　 　　　2校　　　  191日 　　　26,722食
　　こども園　 　　　2校　　　  199日 　　　20,401食
　　その他 　 　　　　　　　　　　　　　 　　2,303食
　　合　計　　　　　 6校　　　　　　　　　 103,359食
・職員給与費　1人
・給食材料費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

04　スポーツ推進総務費

70,433

　平成28年度に作成したスポーツ推進計画をスポーツ推進審議会を中心
に見直しを行い、後期計画を策定した。
　BG地域海洋センター活動では、全国教育長会議に教育長が出席し、所
在自治体との情報共有や連携強化により様々な課題に取り組んでいる。
・報酬（スポーツ推進審議会委員　11人）
・職員給与費等　11人
・旅費（BG全国教育長会議出席旅費等）
・需用費（消耗品、印刷製本費等）
・役務費（通信運搬費、手数料等）
・負担金補助及び交付金（岐阜県BG連絡協議会負担金等）

Ｃ Ｃ

05　生きがいを持って暮らす

13,068

　コロナ禍によりスポーツ推進委員の各種研修会が中止、延期となり、
また地域での各種大会の中止により地域活動での連携支援も減少した。
　市民体育大会等の運営を恵那市体育連盟に委託したが、コロナ禍によ
り中止となった。しかし競技団体の協力により21種目中5種目の代替え大
会を実施した。
　各地区体育協会等へ各競技種目の競技力向上、各協会の運営を支援す
るため補助金を支給したが、コロナ禍により活動が減少した。
・報酬（スポーツ推進委員　25人）
・需用費（消耗品他）
・役務費（スポーツ推進委員等保険料等）
・委託料（市民体育大会等運営委託）
・負担金補助及び交付金（市内13地区体育協会活動補助金）
　　　　　　　　　　　（大井町体育連盟）
　　　　　　　　　　　（長島町体育協会）
　　　　　　　　　　　（東野体育協会）
　　　　　　　　　　　（三郷町体育協会）
　　　　　　　　　　　（武並町体育協会）
　　　　　　　　　　　（笠置町体育協会）
　　　　　　　　　　　（中野方体育協会）
　　　　　　　　　　　（飯地町体育協会）
　　　　　　　　　　　（岩村町体育協会）
　　　　　　　　　　　（山岡町体育協会）
　　　　　　　　　　　（明智町体育協会）
　　　　　　　　　　　（串原体育協会）
　　　　　　　　　　　（上矢作町体育協会）
　　　　　　　　　　　（その他研修会参加負担金等）

ＣＣ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

競技力向上推進事業費
（生きがい）

スポーツ課

スポーツ施設改修事業費
（生きがい）

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツツーリズム推進
事業費
（交流連携）

06　交流と連携で元気になる

17,030

　まきがね公園野球場に電光掲示板のスコアボードを設置し、前年度の
野球場改修とあわせて利用者が安心安全に利用できる施設となった。
・工事請負費
　まきがね公園野球場スコアボード設置工事（繰越）

ＣＣ

8,813

　競技力向上を目指し、各競技団体へ育成費の助成を行っているが、コ
ロナ禍により岐阜県民総合スポーツ大会及び東濃総合スポーツ大会は延
期となった。
　選手育成事業として、ソフトボール競技日本リーグ1部昇格を決めた、
大垣ミナモソフトボールクラブ指導の教室を開催した。
　令和3年1月に開催された冬季国体スピードスケート競技会でのスピー
ドスケート選手の育成強化を図るため、強化選手2名を招致した。
・負担金補助及び交付金
　競技力向上補助金
　恵那市長杯スピードスケート競技会支援
　強化選手育成事業

ＣＣ

国民体育大会冬季大会事
業費
（交流連携） 38,954

　令和3年1月27日～31日岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場にて恵
那市では9年ぶりの開催となる国体スケ―ト競技会が開催された。
　新型コロナウィルス感染症対策を施し、国体開催史上初めての無観客
での開催となった。入場者数は、選手等関係者延べ2,478人であった。
・給与等　会計年度職員1人
・報償費
　大会記念品入れバック
　総決起大会、開始式出演者謝礼
・旅費
　スケート強化選手市長訪問の折等旅費
・需用費
　競技役員防寒具
　競技大会プログラム印刷
　レースキャップ
　大会識別ADカード
　係員帽子
　消毒衛生用品等消耗品
・役務費
　電話料、通信運搬費
・委託料
　会場臨時仮設テント等設置委託
　選手輸送バス業務委託
　国体モニター配信、リモート学校応援業務委託
　競技計測・スリットビデオ・リザルトシステム委託
　会場案内、歓迎看板等作成設置業務
　駐車場、道路等交通誘導業務
　国体記録映像撮影等委託
・負担金補助及び交付金
　第76回国体冬季大会スケート競技会開催事業負担金
　第76回国民体育大会運営負担金（県スケート連盟）

Ｂ Ｂ

31,135

　　恵那峡ハーフマラソン、日本大正村クロスカントリーは、コロナ禍
により延期となったが、代替え大会としてリモートチャレンジラン大会
を実施し、1,473人のエントリーがあった。
　スケート振興、普及活動及び施設の有効活用を積極的に進めるため、
大会誘致、イベント、PRに努めた。
　東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ及びねんりんピッ
クはコロナ禍により開催が1年延期となったが次年度に向けて準備を進め
た。
・旅費
・需用費（消耗品等）
・委託料
　恵那峡ハーフマラソン大会業務
　日本大正村クロスカントリー大会業務
　スケート振興普及推進事業
　カヌーコース作成及び輸送業務
　笠置峡支障木伐採業務等
・備品購入費
　テコンドーマット
　フリーウェイトディスク等
・負担金補助及び交付金
　ホストタウン推進実行委員会運営事業
　全国健康福祉祭（ねんりんピック）補助
　日本大正村・恵那峡リモートチャレンジラン運営事業
・工事費
　笠置峡ボート・カヌー場スロープ整備工事（繰越）

Ｃ Ｃ
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【教育行政評価委員会からの意見】 

 

１. 教育委員会の行う事務事業の執行状況について 

【総評】 

 各事務事業については、諸課題に積極的な取り組みがなされ、成果があり、評

価は適正かと思われる。 

 

 

２. 教育委員会事務事業別評価について 

 

◆教育管理費 

 ・高等教育振興事業の恵那南高校の生徒に対する通学定期の半額補助につい

て、子ども子育て会議でも議題になる。学校を存続していく支援として大変

良いことである。 

 ・通学補助に関しては、南高校だけでなく、平等という事を考えるのなら、他

の高校へ通学している子の支援も必要ではないか。 

 ・通学補助は、子育て支援としての事業ではなく学校の魅力化事業として実施

している。もし、市内の高校生を対象とするならば、子育て支援の中で考え

てはどうか。例えば、通学キロ数で支援するとか。 

 ・高校と企業が連携し魅力ある高校づくりを支援している中で、地場産の栗を

使ったスイーツを販売するなどの実績が出ていることは素晴らしいことで

ある。 

  

◆児童福祉費 

 ・子ども園では 4本の柱（あいさつ、読書活動、英語遊び、特色ある園活動）

を掲げ、保育等に取り組んでいるが、特色ある園活動について、それぞれの

園で決めているのでその成果についての報告もいただきたい。 

 ・市内の園児は、どこの園に通っても同等の保育・教育を受けることが出来る

保障がある。（健常児、障がい児も同様） 

 ・健常児、障がい児にかかわらず、一人一人に適した保育・教育を行っている

ため、しっかり子どもとかかわっていることが評価できる。 

 

◆教育総務費 

 ・奨学資金貸与事業では、新型コロナウイルスの影響による返済猶予や奨学生

の拡充を行ったことは、収入が減となる家庭等もある中、とても有効なこと

であった。 
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 ・教育委員会経費では、教育委員の活動が教育の核となるので、レベルの高い

教育を図ることができるよう、今後も審議いただきたい。 

 ・教員住宅は、民間住宅が増えている中、今後も必要なのか検証したほうがい

い。 

 ・コロナ禍の中、密集を避けるためにバスから保護者送迎とし、さらに補助金

を交付したことは、感染対策として評価できる。 

・教育長訪問等で、教員への指導や助言などは、子どもたちの教育の為にはと

ても大切なことである。 

 ・特色ある教育を推進するにあたり、ALT を活用した英語教育であったり、

コミュニティスクールの活動による地域との連携をすすめることは教育の

基本目標「郷土愛」に一致している。 

 ・ＡＬＴを導入することについて、教育委員会としてのねらいや成果を、一度

検証してはどうか。 

 ・発達障がい児の増加といわれている中、早期発見、適切な支援策が今後も必

要である。 

・発達相談員は専門的な相談が出来ているか考えたい。相談しやすい環境を整

えることにより、安心感が生まれる。 

  

◆小学校・中学校費 

 ・教育環境の整備は教育の充実にとても必要で重要なこと。安心安全な学校で

あるため、きめ細かく対応してほしい。特に遊具については、念入りに調査

をお願いしたい。 

・新型コロナウイルス感染症対策として、職員の負担を軽減するため、特別に

スクールサポートスタッフを雇用をしたことで、教員の本来の職務に専念す

ることができたのではないか。 

 ・GIGAスクール構想を前倒しし、ICT教育をいち早く推進したことはすばら

しいことである。 

・一人一人にその学年に応じた学力を付けることは、教育者にとって大切なこ

とであり、その為の支援員を配置されていることはありがたいこと。個人差

があるのは仕方のないことだが、手厚い指導をすることで、子ども達を救う

ことが出来る支援員になってほしい。 

 ・トイレを全て洋式化にしたことは子ども達の学校生活の改善につながった。

小中学校は実施しているが、子ども園もお願いしたい。 

 ・トイレについて、和式を使えない、しゃがめないという子どもが増えていく

ことに懸念がある。子ども達のことを考えると、市内の公共施設についても

洋式にしていく方向が望ましい。 
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 ・スクールサポートスタッフは、教員のサポートをしていただくことで、本来

教員のやるべきことが出来るようになり、子ども達の安心安全、さらに教育

へもつながっている。今後も引き続き必要である。 

 ・タブレットのアプリについて、どんどん進化しているので、その時にあった

アプリの導入を願う。また、アプリの活用の検証についても必要である。 

 ・１人１台のタブレットは、何年か経つと更新が必要となる。その時の対応も

考えておく必要がある。 

 ・タブレットは、コミュニケーションのツールとして欠かせないものとなって

いる。一方で、子どもたちの「書く」ということは、子どもたちの思考につ

ながるものである。そのあたりの使い分けを考えていただきたい。 

 ・ICT教育について、教員の中で情報共有することで、個々の資質向上にもつ

ながっていると報告がある。今後も、教育委員会が中心となり、勉強会や情

報交換会など実施していただきたい。 

 

◆社会教育費 

 ・コロナ禍の中でも工夫した市民講座を開催したことは評価できる。「やれな

い」のではなく、「やるための工夫」をすることが大切である。 

・歌舞伎は地域の宝物である。これからも継承していくことが必要であるため、

子ども達や地域とともに盛り上げてほしい。 

・文化財は市の宝でもある。岩村など、地元とともに互いに責任をもち、保存

に力をいれてほしい。施設に愛着をもち大切にしていきたい。 

・美術館では、展示だけで終わるのではなく、それに関わる教育・芸術活動を

実施することは大切なことであり、さらに充実させてほしい。 

・図書購入では、「書に学ぶ」を大切に図書購入の充実が図られている。また、

市民からの要望にも応え、恵那市らしい図書館運営が出来ている。 

・図書購入費では、多くの金額を子どもたちの読書のために執行されている

ことについて、読書は子どもたちの教育に大切なことであり、特に幼児か

らの読書活動は大切である。引き続き、子どもたちの読書推進に向けて、図

書購入事業を継続していただきたい。 

・社会教育指導員は、地域の社会教育充実のため必要であり、役割が明確され

ていて、今後も地域と教育委員会をつなぐ役割を続けてほしい。 

・文化施設の利用者は、新型コロナウイルス感染症の関係で利用制限がおか

れている中、減少ではあるものの、利用者がいたことは、感染対策をしっか

り行ったことによる成果である。 

・岩村本通りの伝建保存地区の整備については、「歴史道」戦国最強の山城ベ

スト 50の全国４位に選ばれた「岩村城」と共に、保存・活用に力を注いで
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ほしい。 

・市民講座では、今後も、市民の教養・文化レベルの向上に努めてほしい。 

 

◆保健体育費 

 ・笠置の「ボート・カヌー場」の活用をしっかり考えてほしい。ポーランド

チームが使ったことも PRに含め、早期の活用が求められる。地域の活性

化にもなる。 

・コロナ禍により、多くのイベントが中止となり、施設については利用休止

だとかあったが、その中でも、感染予防対策をしっかり行い、出来る事は

やっていくスタンスは素晴らしい。 

・コロナ禍の中、感染対策を十分に実施し国民体育大会冬季大会を開催でき

たことは評価できる。その後、感染者も確認されなかった。 

・予想のできないことが起きることは今後もあると思う。その為に、常に万

全な体制を考え訓練してほしい。 

 

◆学校給食費 

 ・学校給食センターのあり方について、少子化が進む中で恵那に３つの施設

が必要なのか。維持管理費等の面から、今後検討が必要である。 

 ・児童生徒の健康と体位向上、食育に関して給食センターは重要である。今

後も、安心安全な給食を提供するよう努めてほしい。 

 ・子どもたちの給食について、新型コロナウイルス感染症で分散になったと

きでも、工夫して早急に給食を再開したことは評価できる。 

 ・地産地消で力をいれていることで、児童生徒は地域のこともわかるし、地

域の食材の給食を食べることができることは、とても良いことである。 

 

 

３. 教育委員会の行う事務事業の成果について 

【成果】 

・ＧＩＧＡスクール構想前倒しによる、ICT教育の推進として、児童生徒一

人一台のタブレット端末を導入し、校内のネットワーク環境整備を行った。 

・教材ソフト等を購入し ICT教育の向上を推進した。 

 ・新型コロナウイルス感染症対策に関する事業では、子ども園、小中学校、

文化施設、あらゆる対策を講じ、教育環境を整えたことは評価及び成果に

つながった。 

  特に、休校中に実施したタブレット授業や学校の早期再開、給食の再開等、

速やかな対応で子どもたちの教育を止めることのない対応をしたことは
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評価できる。 

  ・文化財の成果としては、岩村町字城山地内の竹木の伐採事業や、明治天皇

行在所の保存修理工事、長屋門の移築など文化財の保護と景観整備を行

った。 

  ・岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場にて恵那市では 9 年ぶりの開催

となる国体スケ―ト競技会が開催された。国体開催史上初めての無観客

での開催となったが、入場者数は、選手等関係者延べ 2,478 人であった。

新型コロナウイルス感染症対策を施し、実施したことは評価できる。 
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恵那市教育委員会点検評価実施要領 

平成 21年 7月 24 日恵那市教育委員会告示第 14号 

 （目的） 

第１条 この要領は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律

第 162 号。以下「法」という。）第 26条第１項に規定する点検及び評価につい

て、必要な事項を定めるものとする。 

 （評価事項） 

第２条 教育委員会は、前年度の次の各号に掲げる教育委員会の取組について点

検及び評価を実施する。 

 （１） 教育委員会の活動状況に関する事項 

  ア 教育委員会の会議の実施状況 

  イ 教育委員会の調査活動の状況 

 （２） 事務事業の執行状況に関する事項 

  ア 主要施策の執行状況 

  イ 主要施策の執行による成果 

 （３） その他教育委員会が必要と認める事項 

 （点検評価の手順） 

第３条 教育長は、前年度における前条第１号及び第３号に掲げる事項について、

教育委員会会議等の点検及び評価（様式第１号）により、点検及び評価を行う

ものとする。 

２ 前年度における前条第２号に掲げる事項についての点検及び評価は、市が実

施する決算報告により行うものとする。 

３ 教育長は、、前２項の結果を教育委員会に報告する。 

４ 教育委員会は、前項の報告を基準として、点検及び評価を実施する。 

 （評価委員会の設置） 

第４条 教育委員会は、法第 26条第２項の規定により、同条第１項の点検及び評

価を行うに当たって教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、

恵那市教育行政評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事務） 

第５条 委員会は、教育委員会の求めに応じ、第３条の点検及び評価を行うに当

たり、意見を述べるものとする。 
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 （委員） 

第６条 委員会は、５人以内の委員で組織し、委員会の委員は、優れた識見を有

する者その他教育委員会が適当と認める者のうちから教育委員会が委嘱する。 

２ 委員の任期は２年とし、再任されることができる。ただし、補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長） 

第７条 委員会に、委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選による。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が

指定した委員がその職務を代理する。 

 （公表） 

第８条 教育委員会は、法第 26条第１項に規定する点検及び評価の結果に関する

公表について、ホームページにより行うものとする。 

 （委任） 

第９条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、告示の日から施行する。 

   附 則（令和２年７月 28日教委告示第 13号） 

 この告示は、告示の日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

 教育委員会会議等の点検及び評価 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課 題 

教育委員会会

議の実施状況 

  

調査活動等の

状況 

  

その他の事項   
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学校再編対策室

恵那市学校給食センター
岩村学校給食センター
山岡学校給食センター
明智学校給食センター

　　　 指導係・学務係
ＩＣＴ教育推進室
教育研究所
大井小学校
大井第二小学校
長島小学校
東野小学校
三郷小学校
武並小学校
恵那北小学校

教育長 中野方小学校
委員（教育長職務代理者） 飯地小学校
委員 岩邑小学校
委員 山岡小学校
委員 明智小学校

串原小学校
上矢作小学校
恵那東中学校
恵那西中学校
恵那北中学校
岩邑中学校
山岡中学校
明智中学校
串原中学校
上矢作中学校
教育・発達相談センターあおば

幼児教育係
城ケ丘こども園 【指定管理】
大井こども園 
おさしま二葉こども園【指定管理】 
やまびここども園
東野こども園
みさとこども園
武並こども園
中野方こども園
飯地こども園
岩村こども園 【指定管理】
山岡こども園
明智こども園
串原こども園

上矢作こども園

スポーツ振興係・施設管理係・国体開催準備室
スケート振興室
恵那市槙ケ根体育センター【指定管理】
まきがね公園運動施設 【指定管理】
山岡町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】
明智町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】

三学運動推進係・文化振興係・歴史資産整備係
恵那文化センター 文化施設係
中央図書館
中山道広重美術館 【指定管理】

事

務

局

長

幼児教育課

スポーツ課

生涯学習課

恵那市教育委員会の組織図

教 育 総 務 課 総務係・教育施設係

教

育

委

員

会

副

教

育

長

学校教育課
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委員会回数 議決年月日 議案番号

第5回定例会 令和2年4月27日 議第10号

報告事項 報第１号 令和２年度４月補正予算について

報第２号
遠距離通学する児童等に対する新型コロナウイルス感染症予防対策に
ついて

報第３号 中山道広重美術館空調機改修工事について

報第４号 国体冬季大会スピードスケート強化選手の招致について

報第５号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第６号 恵那市の園小中学校のトピック（５月）について

報第７号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第８号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第９号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第10号 新型コロナウイルス感染症対策について

報第11号 ５月の行事予定について

報第12号 ３月分の後援申請について

第６回臨時会 令和2年5月18日 議第11号

議第12号

報告事項 報第１号 新型コロナウイルス感染症対策について（各施設の状況）

第７回定例会 令和2年5月25日 議第13号

報告事項 報第１号 恵那市貸付金の返還債務の免除に関する条例の制定について

報第２号 令和２年度補正予算について

報第３号 学校給食再開に向けた感染症対策について

報第４号 恵那市都市公園条例の一部改正について

報第５号 公の施設の使用料等減免の見直しについて

報第６号 笠置峡ボート・カヌー場周辺整備について

報第７号
恵那市三学のまち推進計画・恵那市家庭教育支援計画の策定につい
て

報第８号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第９号 恵那市の園小中学校のトピック（６月）について

報第10号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第11号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第12号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第13号 文化・スポーツ施設　再開スケジュールについて

新型コロナウイルス感染症における休園中のこども園再開について

　・まきがね公園体育館非常用発電機の改修工事について

　・ＧＩＧＡスクール構想の早期実現に向けたＩＣＴ環境整備について

　・奨学資金制度による支援について

　・小中学校及びこども園の給食費の無償化について

令和２年度恵那市教育委員会提出議案等について

提　出　議　案　等

令和２年度岐阜県教科用図書東濃採択地区協議会の設置及び委員の選出につ
いて

令和２年度６月補正（案）に関する意見について

新型コロナウイルス感染症における休校中の学校再開について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報第14号 ６月の行事予定について

報第15号 ４月分の後援申請について

書面表決 令和2年6月17日 議第14号

議第15号

第８回定例会 令和2年6月25日 議第16号

報告事項 報第１号 令和２年度６月補正について

報第２号 恵那市こども園給食費に関する規則の制定について

報第３号 恵那市保育教諭修学資金の制定について

報第４号 ＩＣＴ教育について

報第５号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第６号 恵那市の園小中学校のトピック（７月）について

報第７号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第８号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第９号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第10号 ７月の行事予定について

報第11号 ５月分の後援申請について

書面表決 令和2年7月10日 議第17号

第９回定例会 令和2年7月28日 議第18号

議第19号

議第20号

報告事項 報第１号 ＧＩＧＡスクール構想の早期実現について

報第２号
新型コロナウイルス感染症に伴う第33回全国健康福祉祭ぎふ大会（ね
んりんピック岐阜２０２０）の開催延期について

報第３号 令和２年７月豪雨について

報第４号　 夏休みこどもイベント等の実施について

報第５号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第６号 恵那市の園小中学校のトピック（８月）について

報第７号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第８号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第９号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第10号 教育委員会内示

報第11号 ８月の行事予定について

報第12号 ６月分の後援申請について

報第13号 教育委員会視察研修について

第10回定例会 令和2年8月24日 議第21号

議第22号

報告事項 報第１号 恵那市基金条例の一部改正について

報第２号 小中学校のトイレの洋式化について

恵那市教育委員会会議等点検及び評価について

恵那市学校給食の実施に関する規則の一部改正について

令和３年度教科用図書の議決について

令和２年度９月補正予算（案）に関する意見について

令和元年度恵那市教育委員会事務事業別点検及び評価について

恵那市教育委員会点検評価実施要領の一部改正について

恵那市学校管理規則の一部を改正する規則について

恵那市教育委員会事務局組織規則の一部改正

恵那市ＩＣＴ教育推進本部設置要綱の制定
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報第３号 契約の締結について

報第４号 財産の取得について

報第５号 ＩＣＴ教育アクションプラン（案）について

報第６号 家庭におけるＩＣＴ教育の通信環境整備について

報第７号 学校等における新型コロナウイルス感染症対策について

報第８号
恵那市家庭保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について

報第９号
恵那市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

報第10号 明智弓道場の屋根及び天井の改修について

報第11号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第12号 恵那市の園小中学校のトピック（９月）について

報第13号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第14号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第15号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第16号 ９月の行事予定について

報第17号 ７月の後援申請について

第11回定例会 令和2年9月28日 報告事項 報第１号 スポーツ推進計画及び行動計画の見直しについて

報第２号 オンラインによるランニング・ウオーキングイベントの実施について

報第２号２ 小・中学校の後期の授業について

報第４号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第５号 恵那市の園小中学校のトピック（１０月）について

報第６号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第７号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第８号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第９号 10月の行事予定について

報第１０号 ８月の後援申請について

第12回定例会 令和2年10月23日 議第23号

報告事項 報第１号 明治天皇大井行在所整備事業について

報第２号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第３号 恵那市の園小中学校のトピック（１１月）について

報第４号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第５号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第６号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第７号 11月の行事予定について

報第８号 ９月の後援申請について

第13回臨時会 令和2年11月9日 報告事項 報第１号 岩邑中学校の状況について

第14回定例会 令和2年11月24日 議第24号

市内中学校卒業式の期日変更について

恵那市中山道明治天皇大井行在所活用条例の制定について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

議第25号

議第26号

議第27号

議第28号

議第29号

議第30号

議第31号

議第32号

議第33号

報告事項 報第１号 令和元年度教育委員会点検・評価報告書について

報第２号 市内小中学校ネットワーク整備事業の変更契約の締結について

報第３号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校のトピック（１２月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 12月の行事予定について

報第９号 10月の後援申請について

第15回臨時会 令和2年12月16日 報告事項 報第１号 令和２年度教育委員会定例会等日程について

第16回定例会 令和2年12月24日 報告事項 報第１号
恵那市修学旅行等の中止等に伴うキャンセル料補助金交付要綱の制
定について

報第２号
小林よしひさ×上原りさ「マスクの下に、スマイルを」コンサートの開催に
ついて

報第３号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校のトピック（１月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 １月の行事予定について

報第９号 11月の後援申請について

報第10号 コロナ対策の状況について

第１回定例会 令和3年1月25日 議第１号

議第２号

協議事項 協第１号 令和３年度『恵那市の教育』（案）について

恵那市学校施設個別施設計画の策定について

恵那市山岡Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館、恵那市山岡Ｂ＆Ｇ海洋センタープール、
恵那市山岡Ｂ＆Ｇ海洋センター柔剣道場、恵那市山岡グラウンド、恵那市山岡テニ
スコート、恵那市山岡マレットゴルフ場の指定管理者の指定について

恵那市指定文化財旧三宅家の指定管理者の指定について

木村邸資料館、工芸の館土佐屋、江戸城下町の館勝川家、いわむら美術の館、旧
石橋家住宅、岩村藩鉄砲鍛冶加納家の指定管理者の指定について

令和２年度12月補正予算（案）に関する意見について

中山道広重美術館の指定管理者の指定について

恵那市上矢作プールの指定管理者の指定について

恵那市明智Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館、恵那市明智Ｂ＆Ｇ海洋センタープール、
恵那市明智グラウンド、恵那市明智武道館の指定管理者の指定について

恵那市中山道明治天皇大井行在所管理規則の制定について

まきがね公園、恵那市まきがね西体育館、恵那市まきがね西グラウンドの指定管理
者の指定について

恵那市招致外国青年就業規則の一部改正について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報告事項 報第１号 恵那市奨学資金貸与規則の一部改正について

報第２号 恵那市公の施設の使用料減免取扱規則の一部改正について

報第３号
恵那市中山道明治天皇大井行在所の使用料に関する規則の制定につ
いて

報第４号 恵那市三学のまち推進計画・恵那市家庭教育支援計画（案）について

報第５号 緊急事態宣言発令に伴う教育ｊ関係者の状況等について

報第６号 緊急事態宣言を踏まえた学校運営について

報第７号 国体スケート競技会の開催について

報第８号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第９号 恵那市の園小中学校のトピック（２月）について

報第10号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第11号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第12号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第13号 ２月の行事予定について

報第14号 12月の後援申請について

第２回定例会 令和3年2月22日 議第３号

議第４号

議第５号

議第６号

協議事項 協第１号 令和３年度『恵那市の教育』（案）について

報告事項 報第１号 恵那市基金条例の一部改正について

報第２号 恵那市教育振興基本計画後期計画（案）について

報第３号 学校給食センターの整備について

報第４号 恵那市インターネット環境整備事業補助金交付要綱の制定について

報第５号 思い出に残る卒業式及び卒園式の開催について

報第６号 恵那市スポーツ推進計画［後期計画］（案）について

報第７号
第76回国民体育大会冬季スケート競技会（スピード）の県勢選手の成績
について

報第８号
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て）

報第９号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第10号 恵那市の園小中学校のトピック（３月）について

報第11号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第12号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第13号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第14号 令和３年度教育委員会定例会等日程（案）について

報第15号 ３月の行事予定について

報第16号 １月分の後援申請について

令和２年度３月補正予算（案）に関する意見について

令和３年度恵那市予算（案）に関する意見について

恵那市学校管理規則の一部改正について

恵那市要保護児童生徒及び準要保護児童生徒認定規則の一部改正について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報第17号 コロナ対策の状況について

第３回臨時会 令和3年3月5日 議第７号

協議事項 協第２号 令和３年度『恵那市の教育』について

第４回定例会 令和3年3月26日 議第８号

議第９号

議第10号

議第１１号

報告事項 報第１号 令和２年度こども園評価結果について

報第２号 恵那市スポーツ推進計画後期計画について

報第３号 恵那市三学のまち推進計画・恵那市家庭教育支援計画について

報第４号 明治天皇大井行在所の竣工式について

報第５号 令和２年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第６号 恵那市園小中学校のトピック（４月）について

報第７号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第８号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第９号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第10号 令和３年度恵那市教職員受入式について

報第11号 ４月の行事予定について

報第12号 ２月分の後援申請について

市町村教育長によるいじめ対策の連携強化に関する覚書について

恵那市地域学校協働活動推進員設置要綱の制定について

恵那市教育振興基本計画（案）について

令和３年度教職員の人事について

恵那市教育委員会事務局組織規則の一部改正について
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令和３年度（令和２年度対象） 教育委員会点検・評価報告書 

                                   

発行 恵那市教育委員会 

〒５０９－７２９２ 恵那市長島町正家一丁目１番地１ 

電 話：（０５７３）２６－２１１１（内線）４６５ 
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